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専門分野

専門分野
• デジタルホログラフィの応用
• 生物用光学顕微手法の開発

研究テーマ
• 蛍光デジタルホログラフィック顕微鏡
• マルチモーダルデジタルホログラフィ
• 光遺伝学の顕微ツールの開発

デジタルホログラフィと光遺伝学を結合



共同研究のモチベーション

今までの研究で目指した事
• もっと早く3次元計測を行う（数百フレーム毎秒）
• もっと多くの物理量を一度に取得（位相、蛍光、偏光）

さらなるステップアップを目指す！

光の散乱を克服して、もっと深い生体の計測を行う！



共同研究のモチベーション

散乱が無い
（ガラス、水）

散乱が強い
（生体細胞）

• 現在の顕微技術では生体の
奥１mmまで観測可能。

• もっと深い場所を見る為に
は散乱を克服しないと行け
ない。

• 散乱を克服する方法には共
役位相法、相関法、波面補
正方法等が挙げられる。

散乱が無い場合の計測効果
散乱がある場合の計測効果
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キー技術

Phys. Rev. Lett. 104, 100601 (2010) DOI: 
10.1103/PhysRevLett.104.100601

光空間変調器を使い、ランダム照射で透過行列を取得

散乱が有ってもちゃんと集光 (going in)

散乱されてもちゃんと結像 (going out)

S M Popoff et al 2011 New J. Phys. 13 123021



派遣先及び派遣期間
期間：2020.10.19~2021.03.21
派遣先：Kastler-Brossel Laboratory, Complex media group
住所：24 rue Lhomond, F-75231 Paris Cedex 05



研究内容

研究活動
（1）周2、３回ラボ勤務（コロナの影響）

ラボのキャパシティ５０％を超えないように出勤のプランニングを全施設範囲で行う。

（2）毎週研究室の定例会議に参加

グループミーティングの様子
コロナ対策で殆どのグループミー
ティングはZoomで行われた。



研究活動
（3）不定期読書クラブに参加
（4）プロゼクト定例会議に参加
（5）Group Chatを使ってコロナ禍の中、活発に意見交換

研究内容



研究内容
具体的テーマの選定
Collaboration with Dr. Fernando S. Torres

W
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Boniface, Antoine, Jonathan Dong, and Sylvain Gigan. Nature communications 11.1 (2020): 1-7.
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• 散乱の影響により画像が乱れる。
• 大量の画像をとり、個別物体の固有画像を抽出
• 空間的相関から３次元位置を特定



結果発表

発表済み
（1）2021.3.15 グループ内の成果発表
（2）2021.3.22 第5回極みプロジェクトシンポジウム 口頭発表

今後の発表予定
（1）2021.5 学術誌に投稿予定
（2）2021.6.18 第15回新画像システム・情報フォトニクス研究討論会



今後の予定
シミュレーションにより、３次元位置の精度を上げる方法を検討。

実験で提案手法の有効性を検証。
実験には蛍光ビーズ、或いはテストチャートを使った人為的な計測サンプルと、神経細胞の発
火を計測する生体サンプルを用意する。

人為的な計測についてはGiganらのラボで行う事とし、生体サンプルを
使って実験は日本側の共同研究先で行う事とする。

シミュレーションと実験による３次元散乱イメージング結果をまとめて、
国際的学術誌に投稿。

更に本研究では触れてない、散乱体の透過行列を利用した３次元深層集
光について新たな課題として国際的共同研究を続ける。


